












On the Qnality of the Spout in Zigokudani Hot Spl'Ïng， Tateyama Monntain. 
Hirosi TUKASIMA 
Jigokllani is a raVille ill tbe dormnllt volc司110 Tateyama， 2300 meters aho\'e the seale\'el where 
hot sprillgs nre Spoutillg fnriousìy ill rrmlly places. 
We made qllalitative alld nlso qunlltitati\'e mmly呂田 of the SP\，lIts. 
lt has heell fOUlld that various salts ant acids e:x.ist in them， amolll1ting to sllch large qllalltities 






E 試 験 結 果
昭和24年7月31日， 8�13時， 晴， 17.0�17AoC， 噴気量常日より著しく， 部分的に噴出の止みた
る個所もある。
46 
i泉 温IPH I形状，大きさ �-.þ. ，��I rT". \Lb. *1:. I 泉 名 I 7J'< gclc正量15.0C) i mai試料の状態| 備 考
'" 1 '" ". 1 6.2 1 1_"'=- "" 1 小 11川 5.5 1 (1:õod 無色透明 | 
1 号 泉1 8Ml (?:品。)1楕円形 0.1 1似色調濁 |小川!の辺
日司75.01 ょð05)1矩形24.01字削掴濁 |噴気1判断百側諸)
3号泉1 72 11 (i:;01)| 短形 4.51白色微粒子分散 [ 
日泉!8ü.五了玩TOLl円 形 2 5「綴持膏烹色|泉水自体が震謹
I 1l� ;I I 2.6�2・ 8 I m :n:� Q 1 I Ñ ，n，�， ，，， ，，，，::r J ;.，"�， I泉水自体が震誌を，硫黄を5 号 泉 1 85.4 I �'�(1�006)円 形 3.1 1 白色微粒子分散 |合む蒸気噴出(無限地獄)
子孟泉i 川1 2.8 1短形 0.81乳白色 |湧崎多〈噴気穏か
1 ，." ^ 1 2.6-2.8 1 ，_ � ， ^ n 1 _，_ � "，，， ，，.. � .， ， <， 1-7 号 泉 I 74.0 I � � ctò01)l短形 0.3 1 白色微粒子分散 |湧w量多 〈噴気穂か
9 号泉1 87.0 1 2.3 1短形 031白色徴粒子分散 |客室気点多数，析出硫黄
両丙云Jド-1-.豆|短形 8 0 1Z持議議知識7T品幅ZF面面
I I I I I鍛冶屋地獄の横に存在し11号 泉I I 短形 1.5 I試料採取不能 |祈tI\硫黄と共に泉水白体I I I / iJ�震犠
九瓦戸:示1 1←1.2 I短形 3.01柏乳白色�'W� 1百;I支え抑留評
イ1号泉1 6ぷ1-5JJl短瓦ü.6l白色徴粒子分散 |噴気点1個，1!?両誌に
λ副 部41 4.8-4 6  1短形 0.71白色徴粒子分散 |岩肌噴出，噴気激L一
一十� � I一一一下五.4←5.5 ! f..q-i' "Tr" '  "' í\ I __"_h_/.lff r. ，k.L. �  F\. -I Hd !噴気激しくJII水示雨天，イδ号吸I 74 .5 I u."'--U.U I短形 3.0 I白色微粒子分散 |地獄谷小屋の湯(民治の
I I渇) 5ê，無限地獄
イ4号泉「山 江戸子子民函「三「噴気日間男出
一一一I�.:-:下五孟-r-，，re -J r.� ') "1 h \ l:t�r � .. L:t:- +."1Hl1 ;.，� I噴気点万11m， jT雨布石イ 5号泉 I 43.5 I u.ù-u.C< I祖 形 31.5 I �乳 白 色を帯ぷ 1802の噴出著るしい(ダ
I I I \ Iゴヤ地獄)
fELJ山戸仏間-1-5川両，雨H
7i号泉1 78.0 1 2.8 I円 形 O仰| 白色徴粒子分散
王到亙亘�I -工-2�1 PJ日竺7而;示瓦訓恥b臼副雨i1μ|両云山出吋j山山五[訂一一「一- 二二
イ 9号泉I I I I r噴噴11\当臼I止上.む
イ10鵠1 82.21 1.2 1 m JB 6.0 1鳩色徴粒子分散|泉水白休が震謹 一
イ11開I I I I I 車販炉百両日は一一←←ー「一一一丁一一一
r %i: M 0.8 I次黒色徴粒手不気抱l日巧ポI 87.51 1.2 I 矩形 。 1を発生しつつ分散|湧出量， 噴気量少し




泉 名溶液の変化 I 沈澱量及ぴ状態 ぴ状態 泉名|欄叫概観ぴ状態
1号泉1乳白色 |茶褐色多量 9号泉|淡寅色乳濁l極徴量 |黒衣色多量
2号泉 | 淡茶褐色 |茶褐色多量 時泉|次白色乳濁[友白色多量 イ附泉|字胤 |友白色少量
8 号泉| 淡褐色 |茶褐色多量 イ時泉|竿L友色 |次白色多量 イ7号泉(乳黄色 | 極微量
4号泉|淡招色乳濁|茶褐色多量 イ1号泉 | 黒褐色 |次白色少量 イ8号泉l乳白色
5号泉|淡黄色 l極徴量 イ2号泉|黄色 l極微量 イ時泉|黒色 |乳白色多量
6号泉|茶貰色 |極徴量 |極徴量
7号泉|茶黄色 | 極微量 イ4号泉 | 黒色 l友白色多量|
tロ) 鉄， アルミ=ウム， 硫酸根の 定性試験
当日宿舎にて試料のk澄を採り合有鉄分を知る� di]. HNO.'l I'Lて酸性とし加熱Fe+llをFe+Bに
変えNX4Fe(CN)(l溶液を加えた。 Al+3はdil. HN03にて酸性とし加熱後dil. NH晶OHを添加し
溶液の変化を見止。SOrllは同様dil. HN03を加え酸性としカw執後N-BaCI2を添加し溶液の変
化を見た。
泉 名 j 804-ll I Fe+3 I Al+ 3 
1 号 泉 1+++++1-+ -寸+
2 号 泉 1++ 1++ 1 
子五瓦「一一一1++-+�l
4 号泉 1+++ 1+五司+
5 号 泉 1+ j++++ I 
6号泉1+ 1 1 
7 号 泉 1+ +++ j 1 
9号泉 1+ 1+++ 1 
10 号 泉 1+++十十l十十 | 
ィ 0 号泉 1+十++ 1十 | 
I-;�:��l 
1 l  
| ! 
1+ 1 




イ8号泉 1++++ 1++++ 1 
イ時泉 |+++++1++++十 |
1 1 1 
Al+3 
上記の泉温， PH (試験紙に依る)等は現地にて試料を採取しつつ測定せり。比重は浮秤に て測
る。
1. 泉 質 分 析






I NR+1 1 01/I J042 1 1部91/L
3 I  0.3以I 1(+1 I 0蜘， 1 H2S 1 0.0086" 
8 I 0.37川 川 2 I いO削叩山山4叫叩 山1口 山7礼4司" Ir�門治ヰZ可J一F工-r-0.函; 「一1盃壬函}下1τjし.(ω白白5王丁 一一一一一 ( 一一












l H28Lff-L-12w- 21.30 cc/L 
玄山地獄谷噴出泉群の分析を行いし結果， 共の合有成分量多く特にPHがIJ、で遊離酸の合有量大
で此の様た泉質l式全国的にも稀で群馬県草津温泉の泉質に類似している。
参考文献 池口慶三， 淑111林市著 衛生化学


































































3. From Fígure 2， 
0.361 
不確実さを
4において
有効径
Eler�tric ConJuctivity 
Water 
Inst:;l.ntaneous 
Electro-deposition 
(Part 1) 
